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ＴＦＰとは・・・
トラベル・フィードバック・プログラム（ＴＦＰ）

自動車利用抑制を自主的に実行してもらうことを目的として，

交通政策の実施者と一般住民等の対象者との間で，

“個別的”な“複数回の双方向のやりとり”を通じて，

一人一人の交通行動変容を期待するコミュニケーションプログラム

コミュニケーション技術を用いて

自動車利用を減らし，ＣＯ２排出量の削減を目指す

事前調査

・交通行動調査を実施

コミュニケーション
アンケート

調査結果の提供
改善案の提示
改善案の検討
目標の設定

事後調査

・交通行動調査を実施

ＴＦＰの実施例

アドヴァイス法

目標設定法

フィードバック法

行動プラン法



プローブパーソン調査と組み合わせ，

システム化することで解決できないだろうか・・・

ＴＦＰの問題点

しかし ・想起式自記入の交通行動調査のため信頼性が欠如

・記憶の曖昧さに基づく記入ミスの発生

・意図的に行動を記入することが可能

・個別的な改善案提示の困難さ

・時間がかかる

・コストが高い

・そもそも詳細な交通行動が記入されていない



②調査結果の提供

ＰＣ

プローブパーソン調査と組み合わせると・・・プローブ型ＴＦＰ

データベースＧＰＳ携帯

位置特定
データの転送

ＧＰＳ衛星 基地局

①事前調査

④改善案の検討

電車か？
時差出勤か？

⑤目標の設定

朝は電車で
通勤します!!

・人の移動を位置と時刻の両面から継続的に捉えらえる．

・人の出発到着時の場所と時刻を正確におさえられる．

・一度システム化することができれば，改善案提示の時間とコストが低減する．

よって

③改善案の提示

ＴＦＰ

【測位】
緯度：３３．・・・
経度：１３２．・・

【出発時】 出発の操作
【測位】
緯度：３３．・・・
経度：１３２．・・

【測位】
緯度：３３．・・・
経度：１３２．・・

【到着時】 到着操作

【測位】
緯度：３３．・・・
経度：１３
２．・・・

いつ，どこを
出発

いつ，どこに
到着

どの，経路を使って

⇒⑥事後調査



改善案の提示フロー
改善案の提示

・出発時刻の変更

・移動手段の変更
・出発時刻の変更

・早く着くこと（出発時刻変更）のメリット
・ＣＯ２排出量，所要時間減
・読書時間の増加 等

・早く着くこと（出発時刻変更）のﾒﾘｯﾄ
・ＣＯ２排出量，所要時間減
・読書時間の増加 等

【性別】：○○
【年齢】：××
【体重】：△△
【アンケート】
・移動に対しての希望・・・？
・保有移動手段？
・許容徒歩時間？ 等々

【性別】：○○
【年齢】：××
【体重】：△△
【アンケート】
・移動に対しての希望・・・？
・保有移動手段？
・許容徒歩時間？ 等々

【出発時】 出発ボタン
出発地：自宅
目的地：○○
移動手段：△△
移動目的：××

【到着時】 到着ボタン
到着地：○○

ＤＢＤＢ

プローブパーソン調査

個人属性調査

データ取得 トリップ分類

車利用固定トリップ

公共交通利用者等トリップ

転換候補トリップ

改善案の検討

改善案の検討，移動の反省

・提示された移動が実現可能か
・なぜ無理なのか

・今日の移動の振り返り
・カロリー消費について
・どれだけＣＯ２を排出したのか
・どれくらい評価できるか



愛媛県松山市の小坂交差点

◆対象者 ワークショップ参加者10名

修士論文公聴会

プローブ型ＴＦＰの試み

・改善案の実施調査
Ｈ17.11.28～

12.11（２週間）
・交通行動変更前後の結果を報告
・事後アンケートの実施

ワークショップ

・交通行動診断結果の提供
・目標の設定

ワークショップ

・日常の交通行動調査
Ｈ17.10.24～

11.6（２週間）

プローブパーソン

調査を実施

プローブパーソン

調査を実施

渋滞緩和対策検討業務の一環として
開催されたワークショップ



２週間の交通行動のリストを提示



移動したところ

を地図に表示

１日ごとの移動経路の提示



毎日の変動
平均値との比較

ｶﾛﾘｰ消費量、CO2排出量、自動車移動時間を提示

１日平均，
累積を提示



トリップごとの
カロリー，CO2の状況を提示

別の移動手段

を提案

移動手段、出発時刻の変更を提案



小坂交差点（愛媛県松山市の国道11号と松山南環状線が
交わる交差点）渋滞緩和対策検討業務の一環として開催さ
れたワークショップ

◆対象者 ワークショップ参加者10名

・改善案の実施調査
Ｈ17.11.28～

12.11（２週間）
・交通行動変更前後の結果を報告
・事後アンケートの実施

ワークショップ

・交通行動診断結果の提供
・目標設定

ワークショップ

・日常の交通行動調査
Ｈ17.10.24～

11.6（２週間）

プローブパーソン

調査を実施

プローブパーソン

調査を実施

プローブ型ＴＦＰシステムの試み

最終有効行動データ送信者８名



参加者の目標

・自転車通勤にする．

・自動車を利用するときは，渋滞時間帯を避けて，家

を出発する．

・できる限りバイクから自転車に変更する．

・私用の時は，なるべく公共交通機関を利用する．

・・・など



小坂交差点（愛媛県松山市の国道11号と松山南環状線が
交わる交差点）渋滞緩和対策検討業務の一環として開催さ
れたワークショップ

・改善案の実施調査
Ｈ17.11.28～

12.11（２週間）
・交通行動変更前後の結果を報告
・事後アンケートの実施

ワークショップ

・交通行動診断結果の提供
・目標の設定

ワークショップ

・日常の交通行動調査
Ｈ17.10.24～

11.6（２週間）

プローブパーソン

調査を実施

プローブパーソン

調査を実施

プローブ型ＴＦＰシステムの試み

◆対象者 ワークショップ参加者10名

最終有効行動データ送信者８名



交通行動診断前後の
個人の交通行動の変化について
事前（自動車）

出発地

到着地

事後（電車）
到着地

出発地



交通行動診断前後の
１日あたりのトリップ別代表交通手段分担率
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交通行動診断前後での１日あたりのCO2排出量

修士論文公聴会
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交通行動診断前後の
カロリー消費量、自動車乗車時間、移動回数

修士論文公聴会
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小坂交差点（愛媛県松山市の国道11号と松山南環状線が
交わる交差点）渋滞緩和対策検討業務の一環として開催さ
れたワークショップ

・改善案の実施調査
Ｈ17.11.28～

12.11（２週間）
・交通行動変更前後の結果を報告
・事後アンケートの実施

ワークショップ

・交通行動診断結果の提供
・目標の設定

ワークショップ

・日常の交通行動調査
Ｈ17.10.24～

11.6（２週間）

プローブパーソン

調査を実施

プローブパーソン

調査を実施

プローブ型ＴＦＰシステムの試み

◆対象者 ワークショップ参加者10名

最終有効行動データ送信者８名



事後アンケート結果

修士論文公聴会

■ 今回の目標を，今後も継続して実行することはで
きますか？

38%

62%

継続できると思う

少しは継続できると思う

あまり継続できないと思う

全く継続できないと思う

どちらともいえない

３人

５人

【理由】

・経済的にも環境的にも一人一人が問題意識を持って取

り組まなくてはならない問題だから．

・先ず自身の健康面を念頭において，環境面でも貢献し

たいと考えるから．

・思ったほど苦ではなかったから．



まとめ

◆プローブ型TFPシステムを用いることで行動変容や環境への
改善効果があることが確認できた．

◆精度の高い交通行動の把握が可能となり，それに基づいた
CO2排出量やカロリー消費量の算出，改善案の提示が可能
となった．

◆携帯電話への診断結果の提供

◆誰にでも参加可能で，即時診断が可能なＴＦＰシステムの構築

今後の展開


